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■
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

1

■
健
康
立
県
に
つ
い
て

2

　新潟県議会９月定例会が９月24日から10月11日まで開会され、
行財政、福祉・医療など幅広い議論が展開。令和元年度一般会計
補正予算、議員発議による条例などが可決されました。
　本議会において、自由民主党の青柳まさし議員は9月27日に一般
質問し、

■行財政改革について
■健康立県について
■農林水産関連施策について
■港湾・空港関連施策について
■県政の諸課題について
の５項目について、花角英世知事および関係執行部に答弁いただき
ました。その一部を抜粋して報告します。

1

2

3

4

5

新潟県議会２０19年9月定例会報告

行
財
政
改
革
有
識
者
会
議

で「
今
後
急
激
に
公
債
費
の

実
負
担
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
新
潟
県
の
最
大
の
問
題
と

認
識
し
、強
い
危
機
感
を
行
政
だ

け
で
な
く
議
会
や
県
民
も
持
つ
べ

き
」と
さ
れ
た
。そ
う
し
た
認
識
は

必
要
だ
が
、県
経
済
を
必
要
以
上

に
委
縮
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。大
幅
な
歳
出
削
減
を
行
え
ば

影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
の
歳
出
歳
入
改
革
の
実
施
は
、単
に
事
業

費
を
削
減
す
る
と
い
う
縮
み
志
向
に
陥
る
こ
と
な

答
弁
要
旨

■
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

■1■

行
財
政
改
革
は
、県
民
に

「
痛
み
」と「
我
慢
」を
強
い

る
も
の
だ
。県
民
に
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、理
解
を
得
な
が
ら
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。県
か
ら
の一

方
的
な
広
報
・
周
知
に
留
ま
ら
ず
、

例
え
ば
知
事
が
県
民
と
直
接
語
り

合
い
理
解
を
求
め
る
な
ど
、知
事

が
県
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、直

接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
機
会

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
。

■
健
康
立
県
に
つ
い
て

■2■

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、が

ん
検
診
受
診
率
向
上
に
よ

る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

だ
が
、検
診
に
痛
み
や
放
射
線
被

ば
く
が
伴
う
こ
と
や
煩
わ
し
さ
な

ど
が
課
題
だ
。県
は
受
診
率
向
上

に
向
け
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
か
。

答
弁
要
旨

答
弁
要
旨

　
行
財
政
改
革
に
関
す
る
行
動
計
画（
案
）は
、私

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
含
め
て
策
定
し
た
。現
在
実

施
し
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
県
民
の

皆
様
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
各
種

団
体
等
と
の
意
見

交
換
の
場
や
、セ

ミ
ナ
ー
、シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、講
演
会
な

ど
で
県
民
に
理
解

を
求
め
、意
見
を

伺
って
い
き
た
い
。

答
弁
要
旨

　

本
県
の
受
診
率
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
準

に
あ
る
が
、ご
指
摘
の
と
お
り一層
の
環
境
整
備
が

必
要
だ
。正
し
い
知
識
の
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、ヘル
ス
プ
ロ
モ
ー
ション
プ
ロ
ジェク
ト
を
通
じ
て
、

関
係
機
関
や
健
康
経
営
推
進
に
取
り
組
む
企
業

な
ど
と
連
携
し
、さ
ら
な
る
受
診
率
向
上
を
図
り
、

健
康
立
県
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
の
保

持
増
進
や
運
動
能
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、仲
間
と
の
触
れ
あ
い
や
地
域
の
連
帯
感

を
育
む
。「
健
康
立
県
」の
実
現
の
た
め
に
大
き

な
意
義
が
あ
る
。自
分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
無
理
な
く
楽
し
む
に
は
、自

身
の
体
力
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。「
レ
ク

式
体
力
チ
ェッ
ク
」は
誰
で
も
簡
単
に
実
施
で
き

有
効
と
考
え
る
。

■
農
林
水
産
関
連
施
策
に
つ
い
て

３■
農
林
水
産
関
連
施
策
に
つ
い
て

■３■

県
で
は
、中
山
間
地
域
の

新
た
な
保
全
管
理
手
法
の

検
証
を
目
的
に
、見
附
市
で
市
民

参
加
に
よ
る
農
村
保
全
の
社
会

実
験
を
進
め
て
い
る
。担
い
手
不

足
の
農
家
に
代
わ
り
、市
民
が
楽

し
み
な
が
ら
コ
メ
を
生
産
す
る

「
楽
農
」に
よ
り
農
地
を
保
全
す

る
仕
組
み
づ
く
り
で
、一つ
の
施
策

の
方
向
性
を
示
す
。今
後
の
展
開

を
伺
う
。

答
弁
要
旨

　
こ
の
社
会
実
験
は
、農
業
に
関
心
の
あ
る
市
民

の
参
加
を
得
て
農
地
を
保
全
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
目
的
に
、平
成
29
年
度
か
ら
３
ヵ
年
計
画
で
実

施
し
て
い
る
。最
終
年
度
で
あ
る
今
年
度
に
お
い

て
、課
題
の
洗
い
出
し
と
検
討
を
行
い
、今
後
は
見

附
市
で
の
取
り
組
み
の
定
着
と
、他
地
域
への
取

り
組
み
の
拡
大
につ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
ショ

ン
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

は
、健
康
寿
命
延
伸
や
医
療
費
抑

制
と
と
も
に
、高
齢
者
の
孤
立
予

防
に
も
つ
な
が
る
。ま
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
際
は
、体
の

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。簡
単
に
で
き
る
体
力
チ
ェッ
ク

と
し
て
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
協
会

考
案
の「
レ
ク
式
体
力
チェッ
ク
」が

有
効
で
は
な
い
か
。

く
、よ
り
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
事
業
の
執
行

方
法
や
仕
組
み
の
見
直
し
な
ど
、前
向
き
な
創
意

工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
む
。ま
た
国
庫
補
助
金

の
積
極
的
活
用
、一般
財
源
の
負
担
を
減
ら
し
つ
つ

事
業
量
を
維
持
す
る
な
ど
県
内
経
済
へ
の
影
響

に
も
最
大
限
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

施
し
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
県
民
の

皆
様
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
各
種

団
体
等
と
の
意
見

交
換
の
場
や
、セ

ミ
ナ
ー
、シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、講
演
会
な

ど
で
県
民
に
理
解

を
求
め
、意
見
を

伺
って
い
き
た
い
。
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県の行財政が厳しくなり県民の痛みも伴う改革が進められること
で、県全体が縮み傾向になるのではないかと懸念されます。しかし、こ
のようなときこそプラス思考で、税収を増やす施策を打ち出していか
なくてはなりません。
いま、注目される事業が次々に計画されていることも知るべきで
す。新潟東港には１機30万キロワットのバイオマス発電所の建設誘
致計画が進んでいますし、埼玉県熊谷市による極東アジア等への輸出
入対応を狙った大きなプロジェクトが検討されています。また、新潟
空港を拠点とした民間による地方空港会社設立の計画があり、実現す
れば地方間の空路が充実します。県は新潟空港の利用者数135万人
を目標にさまざまな取り組みを行っており、香港便が冬限定で開始さ
れ、３月からは台湾便の定期就航も決まっています。
最近の明るい話題として、ラグビーワールドカップで、我が新潟県

青 柳 コ ラ ム

立工業高校の後輩でもある稲垣啓太選手が大活躍しました。実直に
コツコツやるというのが新潟人らしくもあり、その中でトライを決め
た瞬間は本当に素晴らしかったです。ポテンシャルを高く持って努力
すれば花が開く。子どもたちにも夢を与えてくれました。
我々も新潟県の宝、新潟県のポテンシャルの高さを認識し、将来に
向け夢のある取り組みを進めていきたいと考えています。

新潟県のポテンシャルの
高さを確認し
夢のある政策を進める。

新
潟
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改

善
に
向
け
た
実
証
実
験
と

し
て
、９
月
か
ら
会
津
若
松―

新

潟
線
高
速
バ
ス
の
新
潟
空
港
へ
の

延
伸
と
、長
岡
駅
か
ら
新
潟
空
港

へ
の
高
速
バ
ス
早
期
便
の
運
行
が

行
わ
れ
て
い
る
。ア
ク
セ
ス
改
善
に

向
け
た
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁
要
旨

お気軽に
お立ち寄り
ください!!

現所属委員会／常任委員会　厚生環境委員会 委員長
 特別委員会　普通会計決算審査委員会 副委員長
 　　　　　　県民所得アップ対策委員会

青柳まさし 事務所
〒950-3325  新潟市北区白新町3丁目9-9

電話：025-386-8682
ファクシミリ：025-386-8704

検索青柳まさし
http://m-aoyagi.net/

■
港
湾・空
港
関
連
施
策
に
つ
い
て

４

■
県
政
の
諸
課
題

５■
県
政
の
諸
課
題

■５■

７
月
の
ロ
シ
ア
極
東
訪
問
で
、

知
事
は
現
地
の
要
人
を
招
い

た
交
流
会
を
主
催
し
た
。交
流
会
で

は
経
済
交
流
や
人
事
交
流
、日
ロ
間
の

新
規
輸
出
入
に
関
す
る
荷
主
や
物
流

業
者
の
誘
致
な
ど
が
話
題
に
なった
。

こ
の
交
流
会
の
知
事
の
所
感
を
伺
う
。

答
弁
要
旨

　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
お
い
て
初
め
て
、官
民
の
関

係
者
が一堂
に
集
ま
る
機
会
を
作
ら
せ
て
い
た
だ

き
、有
意
義
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。今
後
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
強
化
し
、新
た
な
取
り
組

み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。な
お
今
回
の
訪
問
で

は
、沿
海
地
方
政
府
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
政
府
と

の
間
で
、交
流
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
に
合
意
し

た
。具
体
的
な
成
果
に
つ
な
が
る
よ
う
ロ
シ
ア
極
東

地
域
と
の
交
流
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

目
標
の
空
港
利
用
者
数
１
３
５
万
人
に
向
け

て
、さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。昨
年
度
は

空
港
か
ら
観
光
地
等
へ
の
二
次
交
通
を
４
路
線

整
備
し
、今
年
度
も
９
月
か
ら
新
た
な
バ
ス
運
行

を
開
始
、年
内
に
は

空
港
定
額
タ
ク

シ
ー
の
取
り
組
み
も

始
め
る
予
定
だ
。県

方
針
の「
新
潟
空
港

ア
ク
セ
ス
改
善
の
基

本
的
考
え
方
」に

沿
っ
て
取
り
組
み
を

進
め
、そ
の
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
空

港
の
利
便
性
向
上

に
努
め
て
い
く
。

地
域
と
の
交
流
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

県
で
は
若
手
職
員
か
ら
政

策
提
案
を
募
り
、
県
庁
組

織
の
活
性
化
と
優
れ
た
提
案
の
事

業
化
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
を

始
め
た
。
８
月
24
日
に
は
「
県
庁

前
ナ
イ
ト
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ

た
が
、
現
時
点
の
受
け
と
め
と
今

後
の
進
め
方
を
伺
う
。

答
弁
要
旨

　

若
手
職
員
か
ら
の
政
策
提
案
は
広
範
な
分
野

に
わ
た
って
い
る
。庁
内
の
政
策
議
論
の
活
性
化
や

政
策
提
案
能
力
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。今
後
、優
秀
な
提
案
は
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

県
の
施
策
へ
の
反
映
を
検
討
し
た
い
。「
県
庁
前
ナ

イ
ト
マ
ル
シ
ェ
」は
県
の

若
手
職
員
が
企
画
運

営
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
行
わ
れ
、当
日
は
約

３
５
０
０
人
の
来
場
者

が
あ
っ
た
。今
後
も
柔

軟
な
発
想
の
も
と
、地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

つ
な
が
る
よ
う
な
県
有

施
設
・
財
産
の
利
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
弁
要
旨

　

障
害
者
の
円
滑
な
就
労
に
資
す
る
と
考
え

る
。県
と
し
て
は
、今
後
、関
係
省
か
ら
情
報
収

集
す
る
と
と
も
に
、障
害
者
の
農
業
分
野
で
の

就
労
促
進
に
向
け
円
滑
な
導
入
が
図
ら
れ
る
よ

う
、関
係
機
関
・
団
体
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

農
林
水
産
省
は
農
福
連
携

を
支
援
す
る
た
め
、障
害
者

の
特
性
な
ど
を
就
労
先
の
農
家
な

ど
に
助
言
す
る
農
業
版
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
の
仕
組
み
を
、来
年
度
、全

国
共
通
の
枠
組
み
で
構
築
す
る
と

し
て
い
る
。こ
の
取
り
組
み
に
対
す

る
知
事
の
所
見
と
、県
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

新
潟
港
の
利
用
拡
大
を
図

る
た
め
、７
月
に
東
京
都
内

で
新
潟
港
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
や
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
紹
介
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。知
事
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
２
年
連
続
だ

が
、手
応
え
や
成
果
、今
後
の
展
開

に
つ
い
て
伺
う
。

　
新
潟
港
の
優
位
性
を
セ
ー
ル
ス
し
、新
潟
港
に

対
す
る
期
待
や
注
目
度
の
高
ま
り
を
直
接
感
じ

て
き
た
。こ
れ
ま
で
同
セ
ミ
ナ
ー
参
加
を
契
機
に

利
用
を
開
始
し
た
事
例
も
増
加
し
て
お
り
、更
な

る
貨
物
の
取
り
込
み
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
。県
と
し
て
荷
主
企
業
等
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
い
、セ
ミ
ナ
ー
で
の
意
見
や
要
望
を
踏
ま

え
、引
き
続
き
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、拠
点

化
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
。

答
弁
要
旨

■
港
湾・空
港
関
連
施
策
に
つ
い
て

■４■

埼
玉
県
熊
谷
市
に
新
潟
東

港
の
利
用
を
想
定
し
た
イ

ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
を
設
置
す
る
構

想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

新
潟
東
港
の
活
性
化
策
と
し
て

重
要
な
オ
ン・
ド
ッ
ク
・レ
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
、課
題
で
あ
る

輸
出
入
貨
物
の
確
保
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
る
が
、知
事
の
所

見
を
伺
う
。

答
弁
要
旨

　

イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
構
想
は
現
段
階
で
は

民
間
ベ
ー
ス
の
構
想
で
、具
体
化
に
向
け
て

は
行
政
、関
係
事
業
者
等
と
の
調
整
も
含
め

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。一
方
で
、北
関
東

圏
で
新
た
な
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
が
設
置
さ

れ
る
と
、東
港
オ
ン
・
ド
ッ
ク
・
レ
ー
ル
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
中
長
距
離
の
輸
送
で
、か

つ
新
潟
港
利
用
の
鉄
道
貨
物
の
掘
り
起
こ
し

に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
。県
と
し
て
は

情
報
収
集
を
進
め
な
が
ら
、荷
主
企
業
等
へ

の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
み
、オ
ン
・

ド
ッ
ク
・
レ
ー
ル
や
航
路
の
改
編
・
誘
致
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

県の行財政が厳しくなり県民の痛みも伴う改革が進められること
で、県全体が縮み傾向になるのではないかと懸念されます。しかし、こ
のようなときこそプラス思考で、税収を増やす施策を打ち出していか

いま、注目される事業が次々に計画されていることも知るべきで
万キロワットのバイオマス発電所の建設誘

致計画が進んでいますし、埼玉県熊谷市による極東アジア等への輸出
入対応を狙った大きなプロジェクトが検討されています。また、新潟
空港を拠点とした民間による地方空港会社設立の計画があり、実現す

立工業高校の後輩でもある稲垣啓太選手が大活躍しました。実直に
コツコツやるというのが新潟人らしくもあり、その中でトライを決め

新潟県のポテンシャルの

夢のある政策を進める。

７
月
の
ロ
シ
ア
極
東
訪
問
で
、

知
事
は
現
地
の
要
人
を
招
い

た
交
流
会
を
主
催
し
た
。交
流
会
で

は
経
済
交
流
や
人
事
交
流
、日
ロ
間
の

新
規
輸
出
入
に
関
す
る
荷
主
や
物
流

業
者
の
誘
致
な
ど
が
話
題
に
なった
。

こ
の
交
流
会
の
知
事
の
所
感
を
伺
う
。
う
。
う

　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
お
い
て
初
め
て
、官
民
の
関

係
者
が一堂
に
集
ま
る
機
会
を
作
ら
せ
て
い
た
だ

き
、有
意
義
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。今
後
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
強
化
し
、新
た
な
取
り
組

み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。な
お
今
回
の
訪
問
で

は
、沿
海
地
方
政
府
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
政
府
と

の
間
で
、交
流
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
に
合
意
し

た
。具
体
的
な
成
果
に
つ
な
が
る
よ
う
ロ
シ
ア
極
東

地
域
と
の
交
流
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
と
の
交
流
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

県
で
は
若
手
職
員
か
ら
政

策
提
案
を
募
り
、
県
庁
組

織
の
活
性
化
と
優
れ
た
提
案
の
事

業
化
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
を

日
に
は
「
県
庁

前
ナ
イ
ト
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
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